
メーカー：Servotronix、Mitsubishi、Panasonic、Delta

特徴説明 Features

リニアモータは長いストロークでもスピードを落とす事無く、
最大ストロークでも最大スピード3000mm/sが達成できます。

▪1000mm/sのスピードで移動する場合、スピード変動を1%未満に
     抑える事ができます、これは検出装置に使用されるカメラシステムの
      ビジョン移動装置に適しております。
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テスト条件 ⚫ 速度 500mm/s

リニアモータモジュールは非接触駆動部品なので、従来のボールネジに
比べて寿命が2倍以上向上し、さらにレールはTHK社製品を採用している
ため、高速移動時、騒音が少なく、メンテナンスも容易です。

▪ETH 移動距離 1000mm 時。

±0.02mm 

▪LＧF 移動距離 800mm 時。
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モータコイル
( 可動子 )

ガイド内蔵式レール

モータ磁石
( 固定子 )

特別な放熱構造
可動子はスライダーで覆われ、熱伝導性の良い

鋸齒状の形状で、放熱面積が大きくなっています。

一体成型
高剛性本体

自社開発した放熱構造でコイルを覆い、モータ運転時、
効率的な放熱でモータ効率を保ちます。

一般的なスライダーはボールネジやベルトで駆動しています。
ボールネジを長時間使うと磨耗します。ベルトの場合は、時間になると、
ベルトを締めなおすことが必要となります。リニアモータは上記の
問題もなく、機器のシステム精度は長時間にわたり維持することができ
ます。
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は自社製作

80%以上の部品は自社製作品の為、短納期、コストも抑えられます。
ボールネジモジュールと同じコストで、リニアモータモジュールが購入可能。

固定子

光学式センサ

可動子

光学スケール

リニアガイド

Z相原点



0.5μ 0.1μ

⚫ 最高速度：3000mm/s
⚫ 最大ストローク ：3700mm

⚫ 水平荷重 ：5~135kg
⚫ 往復精度 ：±1~2μ

⚫ 最高速度：3000mm/s ⚫ 最大ストローク ：8000mm⚫ 水平荷重 ：15~120kg ⚫ 往復精度 ：±1~2μ

⚫ 最高速度 ：3000mm/s
⚫ 最大ストローク ：1290mm

⚫ 水平荷重 ：4~15kg
⚫ 往復精度 ：±1~2μ

⚫ 最高速度 ：3000mm/s
⚫ 最大ストローク ：1940mm

⚫ 水平荷重：15~51kg
⚫ 往復精度：±1~2μ

線馬高スピード！加減速快！

テスト条件
⚫ ストローク 
⚫ 荷重 5Kg

リニアモーターとボールネジ、ベルトモジュール移動速度の比較表

使用形態に応じて、リニアモーターのストロークは最大4000mmまで使用可能です。
お客様のニーズに応じてストロークを増やすことができます。

高密度コイル設計を採用したLTF75（連続推力340N、水平荷重最大120KG）、この製品にて2軸同期駆動を選択した
場合、総推力が最大2倍になり、目視検出、スクリーン印刷、大面積ワークのラバーコーティングに適しています。
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メンテナンス簡単、直接給油


